
 

 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立岩槻小学校 ）     学校番号 ０８７                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
「あい」あふれる教育で ～あいさつ 笑顔 チャレンジ 岩槻小学校～ 【自信・自律・自立】            

自己の能力（よさ）を最大限発揮できるよう、「チャレンジ」の気運を醸成する。笑顔あふれ、一人ひとりが輝く学校 
       

          

重 点 目 標 

１ ＩＣＴを基盤とした「個別最適な学び」と「協働的な学び」を連動させた授業改善・推進 
２ 一人ひとりの多様な幸せ（Well-Being）を大切にする、安心・安全システムの構築 
３ コミュニティ・スクールとしての方策の共有と行動（家庭・地域・関係諸機関との連携） 
４ 同僚性の向上による働き方改革の推進と質の高い教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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（現状） 

〇昨年度の全国学力・学習状況調査及び市学習状

況調査では、国語、算数ともに、前年度より若

干向上したものの、全国・市平均と比べると良

好とはいえない状況にある。 

〇全国学力・学習状況調査で、「国語の勉強が好

きだ」「算数の勉強が好きだ」のアンケート項

目では、肯定的な回答をした児童の割合は、国

語、算数共に市平均と同程度であった。 

〇自分の考えを根拠をもって説明したり、自信を

もって発表したりする児童が増えた。 

（課題） 

〇既習内容を、１時間の学びに確実につなげ、

「自分の考えをしっかりもつこと」「自分の考

えを表現すること」を中心に授業を展開し、学

力を向上させる。 

〇普段の授業の中で、自分の考えを筋道立てて表

現し、達成感・充実感を味わえるようにする。 

・「個別最適な

学び」と「協

働的な学び」

の連動による

授業改善及び

学力向上 

 

 

 

 

①「学びの指標」を踏まえた、児童が主

体の授業づくりに取り組む。「個別最

適な学び」と「協働的な学び」の連動

による「Ｒ6 岩槻小 スタンダード」

を積極的に実践する。  

②全国学力・学習状況調査について、そ

の結果を情報端末上のシートに入力

することで、児童が自己採点を行

い、自らの学習状況を把握できるよ

うにする。 

①「学びの指標 主体的な学び」が 3.4

以上となったか。学校評価教職員アン

ケートで、学力定着に関する項目の肯

定的な回答の割合が、９０％以上とな

ったか。 

②児童が自己採点の結果や自らの学習状

況を基に課題をつかみ、目標を立て

（100％）、達成のために努力する。

結果として、市学習状況調査の達成率

が昨年度より向上したか。 

①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の 

連動による「Ｒ6岩槻小 スタンダード」を積 

極的に実践した。「学びの指標 主体的な学 

び」は 3.42ＰＴであった。学校評価教職員ア 

ンケート「学力定着」肯定的回答 91％。 

②６年生児童が各自、自己採点及び振り返り 

を確実に行った（100%）。各自目標を設定し 

努力を続けた。日頃のテストなどから学力は 

確実に向上している。市学習状況調査の達成 

率は国語、算数、社会で１～５pt 上昇。 

Ａ 

①「個別最適な学び」と「協働的な学 

び」の連動による授業改善を進めつ

つ、「カリキュラムマネジメントの充

実」を図る。結果として、全国学調及

び市学調の正答率を向上させる。 

②全国学力・学習状況調査について、

自己採点の結果をもとに、振り返

り、課題・目標を立て、実践する。

市学習状況調査の正答率の向上につ

なげる。  

・学力が向上してきているのは

なにより。 

 

・様々な取組が、学習へのきっ

かけになっていると思う。一

生懸命取り組んでくれている

おかげで成果が上がった。 

 

・一人一台のタブレットなど

は、自分が子どもの頃からは

想像できないことで、夢のよ

うな世界。でも、将来のこと

を考えると、どんどん使って

いかなくてはいけないのだろ

う。 

 

・８割以上達成できているの

で、「Ａ」でいいのではない

か。 

・ＩＣＴを基盤

する授業実践

の構築 

 

 

 

①学びのポイント「じしゃク」を踏まえ

授業を展開する。スタディサプリ、ド

リルパークなどの進捗状況を、タブレ

ット履歴等を通して的確に把握し、児

童と保護者にフィードバックを行う。 

②スクールダッシュボード授業アンケー

ト機能を活用する。 

③ＩＣＴの効果的な授業活用を実践を通

して探る。報告書を作成し生かす。 

①取組状況を月１回以上確認し、進捗状

況について面談等で適切にフィードバ

ックできたか。また、なかなか進んで

いない児童に支援することはできた

か。 

②スクールダッシュボードアンケート機

能を算数授業で６割活用できたか。 

③ＩＣＴの効果的な活用についての報告

会を年間２回程度実施できたか。 

① ①スタサプ、ドリルパークは大イチョウタイ

ムで確実に実施している。取組が進んでいな

い児童にはその都度声掛けを行っている。 

② ②スクールダッシュボード「振り返り」は 2

学期以降 8割取り組んだ。 

③ ③夏季休業中に報告会を行った。ＩＣＴを効

果的に活用する授業例も盛り込んだ、「岩槻

小 スタンダード」を作成し、実践している。 

Ｂ 

①タブレットの家庭への持ち帰りを進

め、学校でも、家庭でも、いつでも

学習を進められるようにする。 

②スクールダッシュボード「振り返

り」は教科を広げ実施する。 

③考え書くことも重要視し、効果的に

ＩＣＴと結びつけ、授業を実践して

いく。 
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（現状） 

〇誰もが居心地のよい（Well-Being）という視点

で、教育環境を改善した（大イチョウ全校落ち

葉拾いキャンペーン、築山での遊び）。 

○学校や教室に行きづらい児童のための学習スペ

ース（なかよしルーム）の整備が完了した。 

○昨年度の学校評価児童アンケートで、「学校に

行くのが楽しい」の項目に肯定的回答をした児

童は８６％であった（３年間平均８７％）。 

○安全点検は毎月確実に実施され、緊急的な不具

合に対する修繕はすぐ行っている。 

（課題） 

〇専門職からの報連相を確実に行う。専門職から

のアドバイスを、適切なタイミングで、組織的

に生かしていきたい。 

〇安心して学べる環境づくりという視点での工夫

改善を積極的に行う。 

・誰もが安心し

て学ぶことが

できる、組織

的なサポート

の実現 

 

 

 

①一人ひとりをしっかり見つめる教育を

展開する。緊急案件等は未然防止に重

点を置く。発生時は管理職・生徒指導

主任を中心に組織で迅速に対応する。 

②SC、SSW からその日のうちに確実に報

告を受け、その後の対応等に生かす体

制をつくる。 

③スクールダッシュボードを活用した個

人面談を実施する。 

①日頃、報連相が確実に行われたか。緊

急案件発生時は、関係者をすぐに招集

し、迅速かつ組織的に対応できたか。 

②勤務時間内に、確実に報告が行われ、

情報共有できたか。学校評価保護者ア

ンケートの関連項目で肯定的な回答の

割合が８５％以上となったか。   

③スクールダッシュボードを活用した個

人面談を実施できたか。 

①いじめ案件、保護者からの緊急的な相談、

重大事故等については、３０分以内に管理職

に報告があがった。すぐに関係職員を集め校

内委員会を開催し対応に入った。組織的かつ

迅速に対応できた。 

②SC、SSW から勤務日のうちに報告を受けた。

保護者アンケート「丁寧・迅速な対応」肯定

回答９１％。「いじめのない学校」９６％。 

③各児童のおはようメーター集計も活用して

面談できた。 

 

 

 

Ａ 

 

①事案が起こってからスムーズに解決

に向かうことが多かった。「起こる

前に気付けたのでは？」と思う案件

もあったので、改めて教職員がアン

テナを高くし、未然防止に努める。 

②生徒指導委員会、特別支援教育委員

会で SC,SSW の意見を聞けるよう、日

程調整をしていく。豊富な経験から

の助言をもらい、その後の具体的な

対策に厚みを増したい。 
 

・いろいろな児童がいて大変だ

と思うが、よくやっていただけ

ている。 

 

・先生方の経験から、原因と状

況別に対応の仕方を表にしてお

くとよい（フローチャート）。 

 

・校内での情報が、速やかに校

長先生まで伝わる体制は、子ど

もたち及び保護者に安心感を与

えるものと感じる。 

 

・今後も子どもたちがいろいろ

なことにチャレンジできる教育

環境の整備を続けてほしい。 

 

 

・一人ひとりの

多 様 な 幸 せ

(Well-Being)

を実現する教

育環境づくり 

 

 

 

①誰もが居心地のよい（Well-Being）と

いう視点で、教育環境を見直し、改善

計画を立案する。 

②安全点検結果及び必要修繕箇所報告等

を受けて、Well-Being な環境づくり

に向け、施設面、予算面での会議（打

合せ）を実施し、確実に実行に移す。 

 

①誰もが居心地のよい（Well-Being）と

いう視点でアンケートを実施し、改善

計画を立てることができたか。 

②学校評価保護者アンケートで「学校は

教育にふさわしい環境の場」の肯定的

回答をする割合が９０％以上となった

か。施設面・予算面での会議（打合

せ）を月１回以上実施できたか。 

①誰もが居心地のよい（Well-Being）という 

視点でアンケートを実施した（6～７月）。回 

答を基に教育環境１箇所改善、1箇所検討中。 

②学校評価アンケート「学校は教育にふさわ

しい環境の場となっている」肯定回答は保護

者９４％、教員１００％。施設面で教務、事

務と、予算面で事務と月１回以上の打合せを

実施した（１０割）。 

 

 

Ａ 

 

      

①アンケートの回答が一部だったので

（回収率５０％）、全教職員がそれぞ

れの立場で考えられるようにしたい。

３年先を見通した計画を立案する。 

②空き教室についての有効活用につい 

 再考する。「基礎学力定着を保障す

る」観点から考える。 
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（現状） 

〇岩槻中、太田小と合同の学校運営協議会では、

目指す児童の姿について熟議を行った。「かし

こく生きる力」「伝統を愛する力」を身に付け

た児童生徒を地域全体で育てていくことを共有

した。連携の具体策についても熟議した。 

（課題） 

〇学校運営協議会４年目ということで、さらに熟

議を重ね、「身に付けさせたい力」の育成に向

けた方策をしっかりと見極め、継続的かつ具体

的な行動に移していく。 

〇地域諸会議（防犯ボランティア会議等）で、課

題を共有し、課題解決のために行動したい。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

が目指す児童

の姿を共有す

るための教育

活動の公開 

 

①ホームページや学校だよりで教育活動

を公開し、児童の活動の様子を知って

もらうと共に、学校運営協議会の取組

についても、保護者と共有する。 

②運動会や授業公開等、地域の方に教育

活動を公開し「地域と共に生きる学

校」への関心を高める。 

①１週間に１回以上ホームページを更新

できたか。また、学校評価保護者アン

ケートで、「学校は情報を積極的に発

信している」と回答する保護者の割合

が８５％以上となったか。 

②地域の方への教育活動公開を年２回以

上実施できか。 

①給食献立紹介、便り、教育活動紹介等につ

いて、週１回以上ホームページを更新できた

(１００%）。学校評価保護者アンケート「ホ

ームページ、学校だより等を通して積極的に

情報を発信している」肯定回答９１％。              

②学校行事等で年間２回実施した。通常授業

の公開はできなかった。 

Ｂ 

①ホームページでの教育活動発信の頻

度を上げる。教育活動については、

週２回以上、給食紹介については毎

日更新していく。 

②地域の方へ、学校行事だけでなく、

通常の授業も公開したい。 
 

・運動会や校内音楽会で子ども

たちの姿を見ると、（子ども

たちが頑張っていて、笑顔

で）安心できる。 

 

・登下校時の子どもたちの安全

を守るために、地域としてで

きることは引き続き協力して

いきたい。 

・登下校時を始

め安全上の課

題を早期に解

決する体制強

化 

①防犯ボランティア会議で昨年度の成果

と課題を共有した上で、課題解決に向け

た対策を協議し、連携体制を強化する。 

②防犯ボランティア会議の内容をＨＰや

学校だより等で発信し、地域・保護者と

連携を図る。 

①会議を年３回以上実施すると共に、学

校評価に係るアンケートで「学校は関

係諸機関との連携を図っている」と回

答する割合が８０％以上となったか。 

②防犯ボランティア会議の協議内容等

を、年間２回以上発信できたか。 

①「地域とつながる みんなが笑顔」をテーマ

に地域との連携について児童に伝えた。防犯

ボランティア会議は３回実施。学校評価アン

ケート「関係機関との連携」肯定回答教職員

１００％、保護者１００％。 

②協議内容をホームページ上で発信した。 

Ａ 

①学校を支援していただける体制をさ

らに構築するために、熟議を深めて

いきたい。 

②学校の地域連携の取組を広く広報す

ると共に、子どもも運営に参加でき

る取組を考えていく。 
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（現状） 

〇学校課題研究のステージを理論から実践研究に

進め、一人ひとりが主体的に取り組んでいる。 

〇教職員が互いを認め合える人間関係ができてい

る。職員室の雰囲気は明るい。 

（課題） 

〇教職員のキャリアステージやライフスタイルに

応じて、より一層主体的かつ計画的に研修に取

り組む。 

○心身をリフレッシュさせ、明るく元気に働く姿

を児童に見せていきたい。 

・「学び合い、

高め合う」学

校課題研究の

実施と、やり

がいを感じる

職場環境の実

現 

 

①学校課題研修として、全員参加の授業

研究会を年３回以上実施し、深い学び

の実現に向けた授業改善について協議

する。 

②時間のもち方を工夫し、時間外在校時

間を前年より減らしながらも、キャリ

アステージに応じた研修に主体的に参

加し、パフォーマンスを向上させる。 

③教職員事故防止、危機管理対応に関す

る研修を実施し、「自分事として」考

え、対応力を向上させる。 

①校内授業研究会を年６回以上実施する

と共に、明確にした成果と課題を、授

業改善に役立てることができたか。 

②学校評価教職員アンケート「指導力向

上」に関する項目で、肯定的回答の割

合が９０％以上となったか。 

時間外在校時間が減少した教職員の割 

合が８０％以上であったか。 

③教職員事故防止、危機管理対応に関す

る研修を年間４回以上実施できたか。

教職員事故が 0であったか。 

①校内授業研究会６回実施。研究協議での成 

果を各自授業改善に生かすことができ、指導 

力向上の一助となった。 

②各教員が自主的に研修に取り組んでいる姿 

が見て取れた。学校評価教職員アンケー「意 

欲的に研究に取り組んだ」１００％。S ノー残

業デーの実施、会議の削減等で、時間外在校

時間が減少した教職員の割合が９２％。 

③個人情報保護の徹底。教職員事故防止、食

物アレルギー、不審者侵入、傷病者搬送等の

研修を２学期までに５回実施。教職員事故０ 

Ａ 

①校内授業研究会等による指導力向上

と児童の学力向上としっかり結びつ

いていることを、客観的な判断材料

をもって示したい。 

②本校の働き方改革が研修意欲向上に

つながっていることは確認できたが

「子どもと向き合える時間」「自分

と向き合える時間」の確保につなが

っているかを検証する。 

③個人情報流出については繰り返し指

導。教職員事故０を継続する。 

 

・週に 2回程体育館を借りてい 

るが、職員室内には、笑顔で 

話をする先生方の姿が見られ 

いい雰囲気だと感じる。 

 

・先生方が、自信をもって児童

の指導にあたっていると感じ

る。 



 


